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1. 第 5回和歌山大会第２回実行委員会のお知らせ。 

   10 月 25 日(土)の午後 6 時から本町道場(福森理事管下)で大会実施へ向けての第 2回実行委

員会を開きます（13日現在の参加エントリー者数は 40余名）。大会実施細目を最終的に詰めま

しょう。和歌山流の堅実で円滑な大会運営を実現するため、役員・会員の一致・結束した取り

組みとなるよう期待します。 

２．第 12回合同稽古会について。 

   上記の実行委員会の後、合同稽古会を行ないます。2 名ずつの対戦稽古をモデルにして、選

手・審判員・大会役員としての「礼法の徹底」に習熟することを中心テーマとします。 

３．自灯館での級位審査会の結果。 

10月 3日に自灯館が級位審査会を実施しました（審査員は石上、瀧本、安田）。 

5名が受審し、その全員が各々、一所懸命に課題に取り組む姿が印象的でした。 

４．太田小学校講習会のお知らせ。 

11月 29日に太田小学校での講習会を実施します。昨年まで大阪協会が担当していましたが、 

  今年からは和歌山県協会が担当することになりました。講師・用具の手配等について役員・会

員の皆さんの協力が不可欠です。協力できる内容について、事務局へ連絡を入れて下さい。 

５．当面の行事予定。 

①10月 26日(日): 第 44回大阪府連合同稽古会 

②11月 2日(日):第 5回和歌山大会 

③11月 2日(日):第 2回真成苑スポーツチャンバラ交流大会 

④11月 23日（日）：第 34回世界選手権大会 

⑤11月 29日（日）：太田小学校講習会 

⑥11月 29日（日）：泉南市大会 

⑦12月  7日(日):第 17回大阪選手権大会 

⑧12月 14日(日):第 10回奈良県スポーツチャンバラ大会 

 

✰「真の勝因は敵の中にあり」✰ 

     中条流中興の祖：富田勢源（富田流：「盲目の剣士」） 

  その特徴は兵法と言わずに「平法」と称するところにある。この心なんという事な 

らば、平らかに一生ことなきをもって第一とするなり。戦いを好むは道に非ず。やむ 

を得ざるとき、太刀の手たるべきなり。この教えを知らず、この手に誇らば、命を捨 

つるもとなり。＜中略＞中条流は己れを客観的に捉える。他者に対するおのれ、ある 

いは他者の中のおのれである。それゆえ、自分だけ術法を極めたといって思い上がっ 

てもなんにもならない。畢竟、他者との調和、融合が大切なのである。今一つ、“平” 

は刀法の基本をあらわす。左右の横斬り、左右の斜斬り、そして真向からする斬りお 

ろしである。その太刀の軌跡をもって字を書けば、「平」になる。 
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